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地下資源

の発見

(その4)

と開発

鉱山発見の開拓者たち

(1)科学的探鉱の先駆者ノｰマンキビル博士

数年の歳月を費し経済的な鉱物を発見するというこ

とは平凡た人には至難な業である.偶然が重なって

鉱物を発見するというようたことも近年は非常に少た

くたってきた.それでも非凡な探鉱家は森林荒野をわ

け入り岩肌に傷つきたがら異常たほどの執念で鉱

物を求め歩いている.山脈や丘を越え自然の悪条件

を克服しインディアンや熊たちと話することも必要で

あろう.こうして獲物もなくすごすごと帰途につく目'

かね

も多いにちがいたい.金も不足し効果のたい日々が続

く時彼等を支えるものは冒険と新進ρ気性フロンテ

ィアｰ精神以外にたい.こうしてみると鉱物の発見業

務は全く骨の折れる仕事といえる･しかし近年は

鉱物調査も科学的とたってきた｡物理化学的な技術を

導入することにより効果的な仕事カミ出来るようにたり

このことは将来共一層の進歩発展をするにちがいたい.

もはや人間の足だけにたよれる時代はすぎた.かくて

地質調査も第二の段階に入ったと考えてよい.

カナダの鉱業界の最前線で新しい調査方法を確立した

のはキビルマイニンググノレｰブといわれている.新

技術の導入は当初賛成はたかったが石油業界が最も早

くこれをとり入れて成果をあげている.このグルｰプ

の中に一人の科学者がいた.それがキビル博士である.

彼は当初大学教授地質物探の研究者として知られて

いたが鉱物調査に科学を導入して鉱床を発見してより

彼は彼を取巻くグルｰプの中心人物として活動を開始し

ている.彼は正しくはノｰマンキビルと呼んだ.

彼はサスカチワンに生まれ地元の大学で学位をうけマ

サチュｰセッツ工科大学ノ･一バｰト大学に学び地球

物理の研究を進め1937年にはノ･一バｰト大学で再び学

位をえた.すぐトロント大学の助教授に就任して

『地球物理探鉱』を講義した.第二次大戦中キビノレ

博士は北アメリカのウラントリウムの分布放射能一

同位元素の研究ビタミンB･の研究に当りさらに地球物

理については地球の年代地熱金属鉱床の成因に関

して約50編の論文を発表しアメリカ海軍の要請に応じ

て大西洋大陸棚の空中磁気探査も行たった.

第二次大戦の末期物探に明るい見透しを得た博士は

ガルフオィノレを通じて物探器機のカナダにおける利用権

を獲得し同社に子会社ドミニオンガルフカンパニｰ

郷原範造

の設立を要請した.彼はかくて学窓をあとにコンサ

ノレタント業務に入り空中探査10万マイノレを初めて実施

した.博士は鉱区を見ることが出来るように空中

モザイク地形図というのを開発し同時に地質も判読出

来るようにした.こうして地形地質物探の資料を

基に解析することを確立した.一方測定装置も次々に

試作改造し1947年キビル博士は北オンタリオ州エ

メラルド湖上でものすごい異常帯を発見したのである

(これが後のティマガミの大鉱床である).

彼はドミニオンに地表調査を提案したがドミニオン

は取り上げ左かった.そこでキビノレ博士は友人と計り

自由た立場で活動を始めたのである.キビル博士には

アカデミックた分野から協力者が現われた.ブリチッ

シュコロンビア大学のクラｰク教授トロント大学地質

教授ゴｰドンスミス博士地質技師フランク等である.

キビルグルｰプはキビル博士のドミニオン退社後直ち

に結成され前記ティマガミの鉱床地帯と思われる処に

広く鉱区を設定し探鉱開発を促進した.この地ティ

マガミは1898年若干の鉄鉱が発見され1900年小スケ

ｰノレの銀鉱1930年代に12の中小金鉱山が開発され

たが大成せずほとんど話題にもたらなかった処である

がキビル博士等によって1955年ティマガミ鉱山会社

が設立され探鉱開発されるにおよびその状況は一変し

てしまった.中規模ながら露天掘採掘を始め製品を

アザルコのニュｰジャｰジ製錬所やノランダの製錬所

へ送鉱するようになってからは良質の銅鉱石の賦存し

ている鉱床地帯として脚光を浴びた.

操業3ヵ月で約100万ドルの利益をあげ1965年の終

わりには純益1,700万ドルに達し年間銅メタノレ10万ト

ン平均で生産する鉱山に成長したのである.

1963年キビノレグルｰプはまた新しい組織を作った.

それはテックコｰポレｰションである.ついでゴｰル

ドフィｰノレドと共同してシノレバｰフィノレドも設立し金

銀鉱の生産探鉱も開始した.この頃より息子のノｰマ

ンキビルジュニアｰが活躍を始めた.彼は父親キビノレ

の好指導教育によりカリフォルニア大学を卒業博士

コｰスを終えた技術者でテックコｰポレｰションの探

鉱担当副社長に就任した.彼は最近『新鉱床発見に

は地球物理化学写真地質学一般地質鉱床学を100%

活用してこそ数100～数1,000万tの鉱石も獲得出来る･�
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そのためには鉱業指導層の目覚めが必要である』との

べている.1964年下.G.Sがティミンズにおいて驚

異的な鉱床を物探で発見してよリｰ層調査の科学化一

組織化が強調され一般的にたってきた.

(2)ロｰネックスの発見者ロｰレンチエン

固執なほどの頑固さと忍耐性がまた鉱山開発には願わ

しい能力性質ともいえる.30年以上にわたる固執た

粘りによりカナダ太平洋崖ブリチッシュコロンビア

州で二つの大鉱山をわが物としたのがイギｰルロｰレ

ンチェンである.彼は鉱量1億トンといわれる銅モリ

ブデンの鉱床とカナダでは稀有だといわれていた永銀

の大鉱床を発見したこの成果は彼自身の蓄積した知

識にもよるが三度の探鉱中止にもめげず海員または漁

夫をしては資金を集め幾歳月を重ねてこれに当るとい

う頑固さと忍耐そして信念カミ彼の人生に光明をもたら

したといえる.

ロｰレンチェンはノルウェｰの海運国に生まれた.

若い頃は北極に近いグリｰンランドまで漁夫として出漁

しバルチック海とグリｰンランドを数回往復した.

遠くシベリア付近にも出かけ第一炊大戦中はソ連の北

方にも出漁したことが多かったという.

2カ年ノルウェｰの定期船にも海員として働き西

アフリカの黄金海岸にも数回航海した.ここで彼は始

めてマンガン鉱に興味を持ち鉱床の露天掘を知った.

1932年ロｰレンチェンは日頃考えていたカナダ移民

を実行しブリチッシュコロンビア州のプリンスルパｰ

トに住み漁業に生活を託した.しかし漁業は気象に左

右されるためこれに代る仕事を探し1934年ミント金鉱

山の坑夫として働くことにたった.彼はここで寒い冬

は暖かい坑内で働き春から夏にかけては山や丘を越え

て鉱物の探鉱を始めたのである.口rレンチェンは後

年こんたことをのべている.『鉱石たんてものは容

易に見つかるものではない.鉱石を発見出来る人は仕

事に忍耐強くかつ真剣に取り組みその上知識を100

%理解し活用出来る場合に限られる』と.ロｰレン

チェンは山奥の湖上の島にキャンプを作りここで鉱物

学地質学の独学を始め彼の苦しい人生が始まった､

こうして数年はまたたく間にすぎ成果は全く上らなか

った.山を歩きだして6年目彼ははじめてタングス

テン鉱を発見した.それは小スケｰノレであるが高品位

の灰重石脈であった.彼は早速鉱夫を集め3カ年間

アトラス製鋼所に精鉱を出荷したが大きい利益はなか

ったという.しかし彼にとっては始めての鉱山開発で

ありその経験は何にもまして貴重な利益であった.

1948年一人の探鉱家カミ破にコバルトとウランからた

る鉱石を見せた.彼はその鉱石がウラン鉱と闘いて吃

驚した.それは彼がいつも歩いている処の岩石だっ

たからである.その探鉱家はその岩石が何処から出た

ものかは知らなかった.口{レンチェンはその岩石の

産状を話しここに二人で鉱区を設定しブリチッシュ

コロンビア州で最初のウランシンジケｰトを設立したの

である.しかし生産は上らず生活にも困ったロｰレ

ンチェンは再び漁夫とたり海員をして資金作りを行な

った.この頃から多くの鉱業人が考えていたのと同

じように彼も『アッシュクロフトｰメリット付近の

ノ･イランドバレｰの一帯は銅鉱床としては世界に注目

されるにちがいない』と信じていた.そして1954年

から55年にわたってこの付近が銅鉱山探鉱ブｰムにた

った頃彼はアメリカ探鉱班の助手をしていた.同時

に資金も貯ったので1955年から積極的に鉱区を設定し

た.彼はベツレヘム銅鉱山鉱区の南部一帯に広く鉱区

を設定したその付近は他の鉱業人が全く興味を示さた

かった処である.彼はこれを自分の領域にした.多

くの人達は彼のこうした行動を笑い相手にしなかっ

た.しかし彼は大鉱山になることを固く信じて疑わた

かった.たいへんな信じ方であったという.こうし

た時銅鉱山開発のブｰムは下火となった.若干の人

がこの地に残り多くの探鉱家は他に移って行ったが

『ロｰレンチェンはベツレヘムだけカ童銅山ではない』と

固く信じて動かたかった.もちろん彼も探鉱開発には

莫大た資金が必要であり表土が厚い時は地球物理化学

を利用した探鉱の必要性や大きい会社との共同事業も知

っていたが彼は鉱区延長を申請し手の下しようもな

く数年を無駄にすごしてしまった.ただ金も力もた

い彼はわずかた露頭を手懸りに歩き廻り圧砕された

花筒岩中に銅の鉱化作用があり孔雀石黄銅鉱が鉱染

しベツレヘムと同じ斑岩銅鉱床であることを一層確信

した.こうした発見から彼は始めて資金協力のため

他の探鉱家に援助を求めた.その相手カミダビットロろ

である.ロスもこの地に鉱区を持ち以前鉱業で成功

した経歴の持主である.かくてロｰレンチェンとロ

スは共同し二人の名前に囲みここにロｰネックスマイ

ニングコｰポレｰションを設立したのである.

其の後はブリチヅシュコロンビア大学のホワイト博

士やスキｰレ博士の鶴力を得て100本の試錐3,000㎜

やブルドｰザｰトレンチが促進され鋼の鉱化作用は幅

1,200m延長1,400mに達することが確められ鉱床と

して『ディスカベリィ』『ノｰス』の2鉱体が明らか

にされたのである.ノｰス鉱体は延長900m幅500

mであり深さは300㎜のデメンジョンを有する大規模�
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なものである.特に富鉱体は地表より20m～30mの

間に斑銅鉱黄銅鉱よりたることも確かめられこの時

点で鉱山会社リオ･アルゴムが協力することとたり

露天掘で採掘されることとたったのである.なお一部

は坑内堀も検討されている1またディスカベリィ鉱体

はノｰス鉱体の探鉱が終わったあと続けられている一

ノｰザンマイナｰ紙によると鉱石の平均品位は銅O.5

%モリブデンO.03%でありリオアノレゴム社が探鉱開

発を進めロｰレンチェンとロスは役員とすることを契

約条件にしている.ロｰレンチェンは最近この地にロ

ｰネックスの手によって銅製錬所を建設することを考

えている.彼はまた水銀の生産でも成功している.

ロｰレンチェンは友人のフィリップがあきらめた水銀

の鉱区を譲受けロｰレンチ手シエンハイヤｰ水銀開

発会杜を設立して開発した.運よく1943年の世界第二

次大戦中きわめて高い需要に事まれ年間156トンの

水銀を出荷したと発表している.鉱物は辰砂からたっ

ている.水銀といえばスペインとイタリアの大鉱山

が思い出される.両国は世界でも最大級の鉱山を擁し

ているが特に大きく最高の品位を誇っているのはス

ペインのアルマｰデンである.すでに2000年以上の

歴史を有し生産は今日でも年間3,750トンに達してい

る.イタリアはツカニ州が主体で年聞2,500トン生

産している.元来水銀鉱業はきわめてリスキィたも

のである.その理由は水銀鉱物の犀砂かきわめて不

規則た分布をしておりその上水銀の国際相場が変動

著しいためである.上記エンバイヤｰ水銀は現実的

には盛衰著しい.でも今日まで延々と生産を続け多

くの地質学者はたお1,O00万トン以上の水銀鉱が埋蔵

されているとみておりロｰレンチェンは全く運の強

い男である.

(3)鉱物発見の開拓者たち

鉱物を発見するということは別だいい方をすれば運

貧根の昇華といえる.ここに三四例をあげて紹介

する.ここに2人の外科医者がいた.一人はウィリ

アムアディソン博士他の一人はジュリアンロｰドン博

士である.二人共鉱物に興味を持ち特にアディソン

が熱心だった.1906年2人はオンタリオ州のレｰダｰ

湖に銅鉱物を発見して鉱区を設定した.これに助力し

たのか地方役員をしていたエドフｰドカｰである.3

人は共同して資金を持ちより会社を設立した.これが

有名たカｰアディソンマインズ会社である.この会社

には創立当時またジョｰジウエブスタｰカミ協力し医

者の一人ロｰドンは身を引いたカミ貧慾たまでに初志を

貫いたアディソンは着実に会社をのばし主として金を

生産し1963年末までに実に2億7,O00万ドル分販売し

て今日に至っているという.

二人の仲の良い兄弟がある目ウサギ狩りをした.

兄はウイリアムビルライトといい弟はエドノ･一グビノレ

ライトと呼ばれていた.二人はウサギを追いすぎて

道に迷ってしまった.進退きわまって野宿で数夜をす

ごしたがある目見のウイリアムが石英に孔雀石自

然金からたる鉱石を幸運にも発見した.これがのちに

発展したライトｰノ･一クリｰブ鉱山である.しかし弟

のエドは鉱山は野蛮であるといって身を引いたので

根生のあった兄のビルはその後単独で会社を経営し莫

大な利益を得たといわれている.

1910年頃探鉱家のハｰリィオｰクビルショｰジ

トムタフの三人はアメリカ大陸の鉱山キャンプを歩い

ていた･零下50.Cの夜には肌をすり寄せて過した

という.そのうち病魔と失望にビルジョｰジカミたおれ

たが残った二人は苦悩を背にしたがら信念を貫ぬき遂

に金鉱を発見し後にタｰフオｰクス鉱山その後名前

を変えてトブルン金鉱山を仕上げたのである.この鉱

山は1930年代カナダでは大規模な鉱山で設立当初の

会社株価は15セントであったが一時は64ドルまで上昇

し1960年鉱量枯渇まで約2億5,600万ドル分の生産

をしている.

ロストム破の名前はカナダでは多数の鉄鉱石を発

見した人として知られている.1946年頃探鉱家トム

は大西洋岸に近いウンガバに鉄らしい鉱石のあること

を聞き46日間の不眠不休の旅をして鉄鉱床あ鉱徴を発

見した･1年後トロントの法律家の協力をえて探鉱

し一度は失敗に終わり再びウンガバ湾周辺を根気

よく探し廻った.かくてトムは二つの鉄の大鉱床を発

見したのである.これも運貧根の昇華であろう.

トムはカナダ生まれのアメリカ金融家を仲間に入れ

1956年には北極に近いバフィン島で1957年には北ラブ

ラドｰルで鉄の大鉱床を発見している.!928隼頃カナ.

ダで最も成功した鉱業マンの一人にフレドリックコンネ

ノレがいる･彼は最近脚光を浴びているラブラドｰル大

鉄鉱床の発見者である.カｰアティソンの開発ユｰ

コンのケノヒル鉱山開発カイザｰ石棉の開発にも参画

している.

兄弟チrム親子の探鉱チｰムの鉱石発見も少なくた

い･1927年ムルドックとアレックスモッサｰ兄弟は

リトルロングで金鉱を発見しコンソリデデットモッサ

ｰ杜を設立してセントラルパトリシアゴｰルド鉱山を経

営している.1934年兄のムノレドックモッサｰはグレ

ｰトスレｰブレイク湖畔のエロｰナイフ大金山も発見し

た功労者である.1850年来バイレンｰ家は三代にわ�
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たり鉱業に従来した家族として知られている.初代の

パイレンは16歳でサットベリィのクレクトン鉱山に勤

め25歳で鉱山経営者となり55年間活躍している､彼

の3人の子供はそれぞれ次の時代の鉱業界をリｰドし

長兄ジェロｰムは父親と協力して数100万ドルを稼ぎ

探鉱生産金杜を作り次兄のロバｰトはフィルドマネジ

ャｰとして末弟のノｰマンはコンサノレテングエンジニ

ャｰとして活躍している.長兄ジェロｰムパイレン

の子供はオンダリオエ大鉱山学科を卒業して第一線で活

躍しノｰマンの二人の子供も鉱業関係の学校に在学中

である.この一家はエロｰナイフの金山やラブオル

マラジオレウラニウムコムラレムレイロックジ

ヨンスビイイコンニュモントグネックス等の鉱1｣｣

も開発している.ギノレバｰトラビンの話も有名である｡

彼はグレｰトベアレイクの灌青ウラン鉱を発見した探鉱

家として知られている.彼と彼の兄弟は間もなくエル

ドラド鉱山を開発しウランの生産を始めた.彼等は

またグンナｰ金山も発見開発し1936年から1942年の間

に約400万ドル分の金生産をしたといわれる.プニト

バ州に発見されたシェリットゴｰドン社のシエリドン鉱

山は最近生産開始された.この鉱山は探鉱家が放棄

した鉱区を同社の技師ブラウンが再調査し成功したも

のである･再調査一発見によって成功した例としてエ

ドワｰドミラｰの話しがある.彼はコバノレト地区で放

棄されている鉱山に注目しシノレバrミラｰ鉱山と名を

変えて再出発水没竪坑を改修して再建に成功した.

鉱物を発見することが鉱業的成功の前提ではあるが

資金調達の道を発見して成功した人もいる.カナダ鉱

山投資家の一人アｰサｰホワイトはある時期にいろ

いろた鉱山に!,500万ドノレ投融資しこの結果は数倍の

還元を得て成功している.

ニュｰヨｰクの新聞記者が第一次大戦後ジャｰナリ

ストを辞め身を鉱山に投じて成功しているのもいる.

彼はランドロｰフミルと呼ばれニュｰヨｰクの金融界

記者生活から今後の発展はカナダの鉱業界と読み北

ケベック州のチボガモウに目をつけて探鉱を始めコンソ

リデデットチボガモウコｰノレドフィノレドを設立し鉱区

の一部が新しい銅鉱地帯を占めこの地で最初に成功し

たチボガモウ鋼鉱山の基礎を作った.

欧州から移民してカナダ市民とたったランデイミルは

家族の協力で大成した人である.移民後ラブラドｰ

ルの鉄の話を聞いたミノレはその地を訪れて有望性を確か

めた.ミノレは州政府のほか母国のイギリス政府にも鶴

カを申請したが受理されず失望の淵に立った｡この

時彼の夫人とその家族はすべての財産を整理してこれ

に当て遂に成功したといわれ今日彼は14の会社々

長と多一くの会社役員をしている一

鉱石発見のあと鉱山として成功させるためには探

鉱家が地質の知識を充分備えているか若しくはその人

が地質技師であることが必要不可欠なことである.

鉱業界では今目次第に鉱山発見は『科学』となって

いる.鉱石を理解しこれが鉱山を発展させるといって

も過言てたい.カナダの地質コンサノレタントのグルｰ

プの一つに『トロントパｰトナシップ』というのがある.

ジェｰムスパｰノ'ムおよびクｰパｰといろた人達の

グルｰプで彼等の助言や発言はカナダいや世界の大会

杜も重視しているし彼等は今まで多くの鉱山を発見し

ているし資金調達に大きい力とたっている.若し

彼等が鉱区について『ポテンジャリテイあり』と発言し

たらその所有者達は資金調達について困ることはたい

とされている.彼等の一人ウィリアムジェｰムスは

三つの大学を卒業している博士で有名たギノレ博士とラ

ブラドｰノレ鉄鉱床を明らにして開発を成功させており

ケベックのいろいろな鉱山にも寄与している.また

バｰノ･ムと協力してカナダの諸鉱山たとえばアウノ

ｰアチェダｰビノレブロｰランリｰプエメラルドタ

ングステンイｰストサリバンマカッサロｰイン鉱

山を成功させている.従ってジェｰムスの名前はカ

ナダの大きい会社の重役会メンバｰ表によくみられる.

最近このグルｰプに参画しているマｰスクｰパｰはグ

ランビイマイニングカンパニイrリミテッドの副社長兼

重役であり同時たマニトウバビュｰマインズの総支配

人でもある.1964年のカナダ鉱業会はジェｰムス博士

にインコ製白金メタルを送り多年の功績を彰賞したと

いう.地質技師の重要た一面として鉱物発見鉱山

開発に使命の多いことが痛感されるものである.

(4)カナダの鉄鉱床の発見と開発

フランス人がカナダに『新世界フランス』を建設し

ようとセントロｰレンス河の北側に住みついて約250･年.

にたる.'その当時すでに付近で鉄鉱石の発見はあった

が1736年トロイスリベレスに北アメリカで始めて熔鉱

炉が建設されて細々と生産が始まった一しかしそれ

以上の探鉱は進またかった.これはアメリカのミネソ

タ州のメサビ地方の方が立地的にも鉱床的にも有望であ

るとされたからで同時に1890年代ではカナダの鉄鋼

業界がふるわず需要も少たかったからである.1897

年鉱業界にワワレイクｰ帯に砂金が大量出るらしいと

いう曙か流れ多くの探鉱家達がこの地にやってきた.

この内にベンジャミンボイヤｰアコイスゴイツとい

う二人の探鉱家もいた.二人はワワレイクの北湖岸で

鉄の大露頭を発見した.今日これがヘレン鉱山とな�
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っている.この露頭が基で次々に薪鉱床が発見され

ジョセフィン鉱山ノレスラッスィ鉱山も開発されている.

一方スペリオル湖の北岸ポｰトアｰサｰ近くで19

世紀の末遊浪の探鉱家によって鉄鉱床が発見された･

1897年カナダ地質調査所やクィンズ大学の教授達が調

査しアメリカメサビ鉄鉱床の同一層準であり経済的

価値の高いものと発表した.そこでいろいろた会社が

探鉱を進めたが成功しなかった.しかしクィンズ大学

鉱物学教授ジュリアンクロスの指示したステｰブロッ

クでは磁力異常地と鉱床賦存地は一致しここに大鉱床

が把握され1939年ステｰブロックアイアンマインズ

リミテッドが設立され開発されるに至ったのである.

なお探鉱開発は時間を要し実質の露天掘採掘は1944年

に始まっている.その後竪坑による生産となり1956年

からは坑内掘りとたっている.初めての鉄の探鉱家達

がカナダオンタリオ州の北西部山塊を調査していた頃

連邦政府地質調査所の鉄鉱調査団はケベックの北東部

ウンガバ及びラブラドｰノレｰ帯について検討していた.

政府としては何とかしてこの付近の未開発地を切り開き

たいためである.この調査に注目したのはアイゲルで

ある.またフレドリックコンネルである.この二人

は別々の行動で鉄の露頭を発見し特に後者のコンネル

は二人の地質技師を傭入れて75,000ドノレを使って探鉱

したというしかしその後は著しい成果は上らず15年

の歳月が流れた.

1930年トロントの探鉱家コルビルがラブラドｰル

地区仁鉱区を設定しラブラドｰノレマイニングアンドエ

キスポレｰションを設立して開発に乗出した.インデ

ィアン違も同社の地質家レティ博士を助けたので鉱床は

次々÷把握され6つの大鉱床が確認されている.

またマッケィと呼ばれる探鉱家も資金を投じ1939

年鉱区を設定して探鉱開発に進出した.こうして獲

得されたこの地の鉄鉱石は4億トンといわれている･

1949年科学的調査が行なわれ埋蔵量の2/3はウンガバ

に1/･はラブラドｰル州内に分布することカミ確認され

鉱石はFe60%を占め不純物の少たい良質のもので

露天掘も可能と保証された.しかし鉱山開発をするに

当ってなお重要な問題カミあった.それはセントロｰレ

ンス河から約570km内陸でありその輸送一銭遣布設で

あった.しかしこれには政府の協力も行たわれセプ

トアイレスには近代的な積出港が開港され鉱山に近い処

には新しい町『シエｰノ･一ビノレ』が建設された.こう

してこのプロジェクトには4億ドノレが投下されたといわ

れる.鉱山からは年間1,000万トンカ拙荷されカナ

ダの需要約400万トンを残してアメリカ市場に出される

こととなり1956年には荒野の中に鉄道が開通しカナ

ダも世界の鉄供給国となったのである.カナダには他

にも鉄鉱山がありステｰブロックおよびノブレィク等

鉱山がドラマチックた例であろう.ニュｰフォンドラ

ンドのベノレ島にあるワバナ鉱山は!895年以来生産されて

いるが鉱量は全く無尽蔵で大西洋の海底に伸びている.

鉱石はイギリスドイツおよびノバスコチャのケｰプブ

レトン製鉄所に送られている.1965年またラブラド

ｰノレで他の大鉱山が生産を開始した.カナディアンジ

ャベリンワブッシュレイク鉱山である.日産45,000ト

ンを生産しホリンジャｰの鉄道を経由してセントアイ

レス港より船積されている.

(5)道路人夫より大成したマッキンタイヤｰ

今世紀の最初の10年の終わりに近いある目アレキサ

ンダｰオリハントはスコットランドで道路人夫をしてい

た.不幸にも貧乏た彼は妻さえ要れず人生をうらんで

いた.オリノ･ソトは祖先の家から遠くに行くことを決

め青い鳥をめざして家を飛出すことを決心していた･

偶然にまとまった結婚で一時は心もにぶりかけたが新

天地行を妻にも話してカナダ移民を決行してしまった･

移民先は政府の紹介によって北オンタリオ州のポキュパ

イン地方であったしかしそこは荒野で夢みた青い鳥は

どこにもいたかった.妻のオリノ･ソト夫人は『だまさ

れた』といってスコットランドグラスゴｰに帰って行

った.オリノ･ソトはカナダに到着した時から第二の人

生を歩くと称して『サンティマッキンタイヤｰ』と名の

り妻が去ったあと再び人夫と在り鉄道建設の工事に出

かけた.鉄道工事に従事している間にマッキンタイヤ

ｰはいろいろな勉強をはじめ人が変わったように勤勉

家となった.彼は探鉱家にたることを決心し1909年

頃友人のハンスバットナｰとキリスレイク周辺を探鉱

して廻った.ここで二人は幸運の星を見付けた.花

嵩岩中の石英の細脈ではあったがこれがマッキンタイ

ヤｰ鉱業吏のはじまりである.

石英の細脈は当時周囲の人達は素人カミ何をいうかと

いって相手にしてくれたかった.しかし彼はそれから

周辺を探鉱し数多くの石英脈を発見したので鉱区を設

定した.資金に困りその一部を25ドルで売買もしたが

19!1年ここにアルバｰトフリｰマンが登場するのである.

フリｰマンはマッキンタイヤｰの鉱区を見て歩きこれ

は面白いといって25万ドノレを融資してくれたのである･

マッキンタイヤｰはここでまず探鉱を一層促進すると

共にマッキンタイヤｰポキュパインマインズリミテッ

ドを設立し漸次探鉱を拡大し一介の人夫から苦難の

末北オンタリオでは指折りの探鉱家に成長し以来60

年間盛大に生産し非鉄金属鉱山会社とたったのであ�
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る.その間マッキンタイヤｰはナイトアワクレイｰク

鉱山やアウヘス兄弟の協力を得てキｰクランドレイク鉱

山等も開発し成功している.1915年マッキンタイヤ

ｰの恩人フリｰマンは推されてマッキンタイヤｰポ

キュパインの社長となりさらにビッヶノレエニスの二

人が参加して会社を磐石をものとし1916年からは次々

と子会杜を設立して会社を拡大して行った｡その一つ

がジュピタｰ鉱山であり産金を行たい他の二つカミベ

レイティルケベック鉱山やキャッスル銀山鉱山会社等で

ある.キャッスノレは現在もマッキンタイヤｰポキュパ

インの一分野として操業を続けている.マッキンタイ

ヤｰのその発展は目覚ましく錫石炭にも進出してい

る.1963年にはノランダと共同でマダガミレイクマ

インズの亜鉛銅開発に参画する一方マッキンタイヤ

ｰ自身パｰノレレイクに銅鉱山を開発している.またア

ルバｰタ侃ではブルｰタイヤモンド石炭鉱区を探鉱して

2億5,000万tの優良炭を獲得し日本の会社に販売を

始めている.その他探鉱会社としてガボリィブ

ロ1■デュｰロｰレイン会社を設立していろいろな非鉄金

属鉱床を探鉱している.

近年注目されるのはマッキンタイヤｰポキュパイン

がカナダの二つの大鉱山会社(ベンチェアｰリミテッド)

(ファルコンブリッジ)と互に株の持合いを行ない業務

提携をしたことである.そして1957年ベンチュアｰの

株を33%買取っている.

(6)エンダコモリブデン鉱山の発見と開発

モリブデンは合金として使用される貴重た金属である｡

しかしその供給源は自由圏の約60%がアメリカンメタ

ノレクライマックスに支配されていた.しかし1965年

からはカナダのエンダコ鉱山がモリブデンを生産し始め

たので世界のマｰケットも転覆しかけている.

モリブデンの新鉱床発見はアメリカに支配されがち

のカナダ鉱業界に精気を与えカナダ電子工業時代の飛

躍台ともたっている.このモリブデン発見はこの地

ジョンズタｰトに白人が入植してからでこの物語りに

登場するのがシモンフラッシャｰである.その発見の

端緒はかなり古く1806年ノｰスウェスト鉄道会社がこ

の地に工事を始めた頃一人の青年ダムスタｰトが地形

調査のため河をさかのぼったところ彼は雪融の山間地

に美しい無名の湖を発見した.その付近が今日のプリ

ンスジョｰジ市である.彼は無名の湖に上役の名前を

とってシモンフラッシャｰレイクと名付けた.報告を

うけたフラッシャｰは彼自身この湖に来て美しさにうた

れそこに新事務所を移してそこをフォｰトフラッシ

ャｰと呼ぶことにした.カナダ人は名前をつけるのカミ

毎きである.その後仕事は順調に進み内陸のエドモン

トンから太平洋まで鉄道は開通し沿線には次女と町や

村が出来この鉄道工事は成功のうちに完了したのであ

る.フラッシャｰはこの工事中モリブデン鉱を見つ

けたが特に興味もたく記録にとどめたにすぎなかった.

時は流れ1927年のある目森林監守人のチャｰレス

フｰデと開拓部落長のアルフレッドラングドンはノ･ン

タｰの旅に出た.その経路はエンダコ河から前記フラ

ッシャｰレイクまでであったらしい.旅行の途中二

人は金属光沢をした平たい鉱物を発見したのである.

旅行を止めて二人はこれを採集しモリブデンというこ

とも知らず持帰り始めて鉱区を設定した.分析の結

果これがモリブデンであることを知ったがその取扱い

もわからず竪坑や水平坑道を開きくしたものの開発に

至らず放棄してしまった.

1957年～1959年二三人の鉱業主が手がけたが低品位

であるとして休止されていたがバンクｰバｰ市でコン

サノレタント業をしていたクリストノ･一リレイ博士は低

品位でも大規模操業なら収益性があるとみて前記ラン

グストンフｰデの鉱区を再出願して探鉱を進めてみた.

しかし思い通りに進まなかった.ここに次の人物が登

場する､彼はアンドリュｰロバｰトソンといった.

彼は元来は建築家であるがノランダその他10会社の鉱

山経営を行たい成功に導いた一人であり西部にやって

きた老練た技師であった.上記リレイ博士より鉱区の

権利を譲受けたロバｰトソンはRアンドPメタルコｰ

ポレｰションという面白い名前の会社を設立して開発に

のりだした.時は1962年1月のことである.

4ヵ月後探鉱の甲斐あって次々とモリブデンの當

鉱体に着鉱しロバｰトソンは1962年8月次にエンダ

ゴマインズリミテッドを設立して直接この鉱山開発に

当ることとした.この時カナディアンエキスポレｰシ

ョンリミテッド(この会社はカネックスとして知られて

いる)も参画し資金参加をして探鉱に協力している.

1962年10月には17本の試錐も完了しすべての試錐でモｰ

リブデンを確認しその鉱化帯が相当広いことカミ判明し

た.その後52本の試錐が行なわれて同じ傾向が把握さ

れると共に付近地に進出して来た他社の鉱区も吸収合併

し1964年4月には鉱量6,600万トンMOS･O.21%が

F/Rで明に改った.かくて日産14,000トンの処理か決

定し今日MOS.g0-g2%の精鉱が生産されエンダコ

ガネックスを通じて欧州日本に輸出されている.ア

ンドリュｰロバｰトソンは初代社長に就任しエンダコ

鉱山を軌道にのせるべく努力したが生産も順調とみて

とったロバｰトンは社長をマックリランドに譲り今

日彼は一重役として協力している.(筆者は元所員)�


